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伝
統
的
損
益

分
岐
分
析
の

改
善

一

ほ

じ
め

に

損
益

分

岐
分

析

(

b

蒜
p

打
･

e

く

①

n

賀
已
y
s
i

s

)

ほ
､

企

業
に

お

け

る

大

綱
的

利
益

計
画
に

お

い

て
､

必

ず
と

い

っ

て

よ

い

ほ

ど

多
く

用
い

ら
れ

る
｡

そ

の

理

由
は
､

ま

ず
第
一

に
､

こ

の

分

析
手
法
が

単
純
で

あ
っ

て
､

会
計
を

知
ら
ぬ

者
に

と
っ

て

も

容
易
に

理

解
で

き

る

こ

と
､

第
二

に
､

こ

の

分

析
全

体
を

単
純
明

快
な

図
に

表

わ

す
こ

と

が

出
来
､

分

析
結

果
を

視
覚
に

訴
え

て

深
く

印

象
づ

け
る

こ

と

に

あ

る

と

思

わ

れ

る
｡

し

か

し

な
が

ら

分

析
手

法
が

単
純
明

快
で

あ

る

と

い

う
こ

と

は
､

言
葉
を

換
え

て

い

え

ば
､

複
席
き

わ

ま

る

企

業
活

動
の

現

実

を
､

大
胆
な

仮
定
に

よ

っ

て

す
っ

ぱ

り

と

割
り

切
っ

て

エ

夫

し
た

手

法

で

あ

る

と
い

う
こ

と
に

な

る
｡

そ

の

仮
定
と

は
､

次
の

基
礎
的
な

岡

本

清

諸

仮

定
か

ら
な
っ

て

い

る
｡

仙

将
来
の

企
業
活

動
に

よ

っ

て

生

ず
る

収

益

お

よ

び

費
用

は
､

確
実
に

予

測
で

き
る

こ

と

を

仮

定
す

る
｡

し
た

が

っ

て

伝
統

的
な

損
益

分

岐
分

析
の

モ

デ
ル

は
､

確
定
モ

デ

ル

(

d
e

t

e

r
･

m
i

n
-

s
t
i

c

ヨ
O

d

2
-

)

で

あ

る
｡

仏

収

益

線
お

よ

び

絵
原

価
線
は
､

直
線

を

仮

定

す

る
｡

′
つ

ま

り

収

益

線
に

つ

い

て

い

え

ば
､

製
品
の

販

売

量
が

増
減
し

て

も

販
売
単
価
に

ほ

変
化
が

生

じ

な
い

こ

と

を

仮

定
す

る
｡

ま

た

桧
原

価
線
に

つ

い

て

は
､

総
原

価
を

変
動
費
､

固

定

費
､

準
変
動
費
と

分

解
す

る

か
､

あ

る

い

は

変
動

費
､

固

定

費
､

準
固

定

費
に

分

解

す
る

か

に

よ
っ

て
､

桧

原

価
線
の

推
移
は

や

や

異
な
る

が
､

い

ず
れ

も

変
動

費
は

製
品
の

販

売

量
に

応

じ
て

比

例

的
に

増
減
し
､

固

定

費
は

製
品
の

販

売

量
の

変
化
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( 7 3 ) 伝統 的損 益 分 岐分析 の 改善

1

1

十
帆

≠

ん

ー

一

叫

功

に

ま
っ

た

く

反

応
し
な

い

も
の

と

す

る
｡

そ

の

た

め

に

は
､

原

価
に

影

響
を

及

ぼ

す

営
業
量
以

外
の

要
因
､

た

七

え

ば

生

産
販

売
能
力
､

製
造

方

法
､

経
営
組

織
､

作
業
能

率
､

原

価

財
の

価

格
､

経
営
方

針
､

会
計

処
理

方

法
な

ど

は

す
ぺ

て
一

定
で

あ

る

と
い

う
前

提
が

必

要
で

あ

る
｡

こ

れ

を

要

す

る

に

伝
統
的
損
益

分

岐
分

析
は
､

直
線

下

の

損

益

分

岐

分

析

(
-
i

n
e

寛
b
r

e

P

打
･

e

く
e

ロ

p

ロ

巴
y
s

且

に

ほ

か

な

ら
な

い
｡

㈲

取

扱
い

製
品
は
､

た
っ

た
一

種
顆
で

あ

る

か
､

あ

る

い

は

多
品

種
の

場
合
は

セ

ー

ル

ス

･

ミ

ッ

ク
ス

が
一

定
で

あ

る

こ

と

を

仮
定

す

る
｡

仙

生

産
量
と

販

売
量
と

は

等
し

い
｡

あ

る

い

は

同
じ
こ

と

で

あ

る

が
､

製
品
の

期
首
在
庫
量
と

期
末
在
庫
量
と
が

等
し
い

こ

と

を

仮
定

す

る
｡

以
上

述
べ

た

よ

う
に
､

伝
統
的

損
益

分

岐
分

析
は

き

わ

め

て

大

胆
な

仮
定
の

上
に

立

脚
す
る

分

析
手

法
で

あ

る
｡

し

た

が

っ

て

こ

の

仮
定
を

明

確
に

意
識
せ

ず
に

使
用
す
る

こ

と

は
､

非
常
に

危
険

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

反
省

か

ら

さ

ら
に
､

分

析
す
る

デ
ー

タ

の

入

手

可

能
性
に

も

と

づ

き

正

常
操

業
圏
の

仮

定
が

追
加
さ

れ
､

正

常
操
業
圏

内
に

お

け
る

分

析
の

み

が

有
効
で

あ

る

と

さ

れ

る

に

い

た

っ

た
｡

さ

て

こ

の

小

論
の

課

題
は
､

こ

れ

ら
の

諸

仮
定
を
一

つ

ず
つ

取

り

除
く
こ

と
に

よ
っ

て
､

伝
統

的

損
益

分

岐
分

析
の

手

法
を

改

善

す

る

こ

と

に

あ

る
｡

そ

こ

で

ど

の

仮

定
の

除
去
か

ら

作
業
を

開
始

し

た

ら

よ

い

か

を

考
え

て

み

る

と
､

最
後
に

述
べ

た

正

常
操
業
圏

の

仮
定
は
､

実
績
デ
ー

タ

を

利
用
し

て

収

益
線

や

原
価
線
を

予

測

す
る

以
上

必

要
不

可

欠
な

前
提
で

あ

る

の

で
､

こ

の

仮
定

は

そ

の

ま

ま
と

し
､

そ

れ

以

外
の

仮
定

を

前
述
の

順
序
と

は

逆
の

順
序
､

つ

ま

り

㈲
､

㈲
､

㈲
､

の

順
に
､

そ

の

除
去
を

考
え

て

み

る

こ

と

に

し
た

い
｡

〓

生

産
量
と

販
売
量
と
が

異
な

る

場
合
の

損
益

分

岐
分

析

伝
統
的
損
益

分

岐
分

析
ほ
､

全

部
原

価
計
算
の

場
合
に

も

直
接

原

価
計

算
の

場
合
に

も
､

こ

れ

を

適
用
す

る

こ

と
が

で

き

る
｡

な

ぜ

な

ら

ば

生

産
量
と

販

売
量
と

が

等
し
い

と
い

う

仮
定
に

立

脚
し

て

い

る

の

で
､

い

ず
れ

の

原
価
計

算
方

法

を

採
用

す
る

場
合
で

も
､

分

析
の

結
果
は

同
じ
に

な
る

か

ら
で

あ

る
｡

も

し

生

産
量
と

販

売

量
と

が

等
し

く
な
い

と

し
て

も
､

直
接
原
価

計
算
を

採
用

す
る

場

合
に

は

特
別
の

工

夫

を

し
な

く
と

も
､

伝
統

的
な

損
益

分

岐
分

析

の

手

法
を

使
用
す

る

こ

と
が

で

き

る
｡

な

ぜ

な

ら

ば

直
接
原
価
計

脚
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算
に

お

い

て

は
､

製
品

原

価
は

変
動

製
造

原

価
の

み

に

ょ

っ

て

計

算
さ

れ
､

固

定

製
造

原

価
の

期

間

発
生

額
の

全

額
が

そ

の

期
の

収

益
に

対

応
せ

し

め

ら
れ

る

た

め

に
､

生

産
量
と

販
売

量
と

が

等
し

く

な

く
､

し
た

が

っ

て

期

首
在
庫
量
と

期
末
在
庫
量
と

が

等
し

く

な

く
て

も
､

在
庫
量
の

そ

の

よ

う
な

期
間

的

増
減
と

は

無
関

係
に
､

常
に

固
定

製
造

原

価
の

全

額
が

そ

の

期
の

収
益

と

対

応
せ

し

め

ら

れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

し
た

が

っ

て

生

産
量
と

販

売
量
と

が

等
し

く

朗
ィ
.

⊥

な
い

場
合
､

損
益

分

岐
分

析
に

特
別
の

工

夫

を

要
す

る

の

は

全

部

原

価
計

算
を

採
用
す

る

場
合
で

あ

る
｡

そ

こ

で

次
に

生

産
量
と

販

売
量
と

が

等
し

く
な

く
､

し
か

も

全

部
原
価
計

算
を

採
用

す
る

場

合
の

損
益

分

岐
分

析
の

方

法
を

計

算
例
に

よ
っ

て

考
察
し
ょ

う
｡

い

ま

第
1

表
の

条

件
が

与
え

ら
れ

た

も
の

と

し
､

第 1 表 ( 計 算条 件)

当 社 は製 品 A を 製造 販 売 し, 全 部標 準原 価 計 算 を採用

して い る
｡

( 1) 製品 版 売 単価 ･ ‥ ‥

･ 2 0 0 円

(2) 製 品 単位 あ た り標 準 製造 原価

変動費

直 接 材 料費 ‥ ‥ ‥ 5 0 円

直 接労 務 費 ‥ … ･4 0

製造 間接 費 ‥ ‥ ‥ 2 0

固定 費

製 造 間接費‥
… ･4 0

合 計 1 5 0 円

(3) 製品 単位あ た り固 定 製 造 間接 費4 0 円 は , 次 の 式

に よ っ て 計算 され て い る ｡

年間 固定 製造 間抜 費予 算 4 0 0 , 0 0 0 円

年間正 常生産 量 1 0
,
0 0 0 個

4 0 円/ 個 =

な お 操業度差異が 生 ず る 場合 は, こ れ を売 上 原価

に 賦 課 す る ｡

(4) 販 売 費お よ び 一 般管理 費

製品 単 位あ た り 変動費 ‥･ … 1 0 円

固 定 費 捻 額
‥ … ･8 0

,
0 0 0 円

(5) 期首, 期末任掛晶在庫量 は な い もの と す る
｡

川

期
首
製
品

在

庫

量
が
一

､

0

0

0

個
､

当

期
計

画
生

産
量
が
一

〇
､

0
0

0
個
で

あ

る

と

き

の

損
益

分

岐
点
に

お

け
る

販
売
量
お

よ

び

希
望
営

業
利

益
が

二

八

〇
､

0

0

0
円

で

あ

る

場
合
､

こ

(

1
)

れ

を

達
成

す
る

販
売
量
を

求
め

て

み

ょ

う
｡

こ

の

場
合
は

第
. 1

囲
で

示
し

た

よ

う
に
､

損
益

分

岐
点
に

お

け
る

販

売

量
は

二
､

0

0

0

個
､

希

望

営

業
利
益
を

達
成
す

る

販

売

量
は

九
､

0

0

0

個
と

な

る
｡

な

ぜ

な

ら

ば
､

当

期
の

年
間

計

画

生

産
量
と

年
間
正

常
生

産

量
と

が

等
し
い

の

で

予

定

操

業
度
差

異
は

生

じ

な
い
｡

そ

こ

で

製
品
d

の

単

位
あ

た

り

売
上

絵
利

益

か

ら

単
位
あ

た

り

標
準

製

造

原

価
を

差
引
き
(

N

0

0

コ
ー
一

芸

ヨ

=

苔

コ
)

､

こ

の

額
で

も
っ

て

販

売

量
と
一

般
管
理

費
を

回

収

ー

ド

叩

＼
ル

カ

㌦
1

J

+

小

ー

.

汁

宙

†

-
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第l 国

ヰ■

ー J k

* ▼
`

ヽ

叫

ー

.

叫

胡

ナ

一

希望官 業利益

変動販売 費

国定販売 費
一

般管 理 費

)
)

線)
≠1 0 Ⅹ

キ竺
Y ヱ損益分岐点

缶

0

∧

U

O

O

n
V

5

4

3

2

1

(

収

益
･

費
用
単
位
万
円
)

8
. 令

10 ( 販売量単位千個)
希望 利益を達 成す る販売量

2 4 6

分

場益分岐点 に おける 既売量

す

れ

ば

よ

い
｡

し
た

が

っ

て

通

常
の

損
益

分

岐
図

表
に

お

い

て
､

原
価
部
分

は

販
売
費
と
一

般
管
理

費
の

み

と

し
､

て
れ

を

売
上

高

で

ほ

な

く
て

売
上

原

価
を

す
で

に

回

収

し
た

売
上

総
利
益

線
で

も

っ

て

回

収
す
れ

ば

よ

い

わ

け
で

あ

る
｡

損
益

分

岐
点
に

お

け
る

販

売
量
を

計

算
に

ょ

っ

て

求
め

る

な

ら
ば
､

次
の

よ

う
に

な

る
｡

第

1

図
で

示
し

た

よ

う
に
､

売
上

総
利

益

線
を

n
､

販

売

費
･

一

般

管
理

費
線
を

n
､

販

売
量
を

g

と

す
れ

ば
､

勺
-

=
山

○

内

呵
N

=
-

○

内
＋
00

○

も
0

0

(

汁

托

｢
O

m

如
帆
-

-

も
0

0
)

●

.

●

h

岩

内
=
-

○

内
＋
～

岩
も
0

0

内
=
N

も
0

0

こ

の

検
算
を

第
2

表
で

示
そ

う
｡

次
に

希
望

営
業
利
益

が

二

八

〇
､

0

0

0
円

で

あ

る

か

ら
､

こ

れ

を

達
成

す

る

販

売
量
は
､

次
の

よ

う
に

計

算
す
れ

ば

よ

い
｡

旨
転
1
(

-

○

叫
＋
∞

○

も
0

0
)

=
N

恥
○

も
0

0

的
=

¢
-

0
0

0

し
た

が

っ

て

こ

の

場
合
は
､

九
､

0

0

0

個
販

売
す

れ

ば
､

希

望
営
業
利
益

を

獲
得
す

る

こ

と
が

で

き

る
｡

こ

の

計
算
の

検
算
は

第
3

表
で

示

し
た
｡

仰

次
に

予

定

操
業

度
差

異
が

見
込
ま

れ

る

場
合
の

分

析
方

法

を

述
べ

よ

う
｡

前
述
の

計

算
例
に

お

い

て

期

首

製

品

在

庫

量
が

二
､

0

0

0

個
､

当

期
計

画
生

産
量
が

八
､

0

0

0

個
で

あ

る

場
合

の

損

益

分

岐
点
に

お

け

る

販

売
量
､

お

よ

び

次

期
の

希
望
営
業
利

益
が

二

〇

〇
､

0

0

0

円
で

あ

る

と

し
て
､

こ

れ

を

達

成

す

る

販

売
量
を

求
め

る

こ

と
に

す
る
｡

ヱ∂∂



一 橋論叢 第 七 十 一 巻 第 二 号 ( 7 6 )

第 2 表

｢

｢
■
心
.

心
■

r

J

一

l

▼
J ･

ド

山 一

舟

●

(検 算)

売 上 高

売上 原 価

期首製品有高

当期完成 品

期末製品有高

売上 原価 …

売 上 総利益 … ‥

販 売 費 お よ び 一 般管理 費

@ 20 0 円 × 2 ,0 0 0 個 …

@ 15 0 円 × 1 ,0 0 0 個
‥ … … ･ 1 5 0

,
00 0 円

@ 1 5 0 円 × 1 0 ,O C O 個 ･

合 計
‥ ‥

@ 15 0 円 × 9 ,0 0 0 個 ･

変 動 費 @ 1 0 円 × 2 , 0 0 0 個 ･ ･ …

固 定 費 ‥ =

計

･ 1
,
5 0 0

,
0 0 0

･ 1
,
6 5 0

,
0 0 0 円

･ 1
,
3 5 0

,
0 0 0

3 0 0
,
0 0 0 円

2 0
,
0 0 0 円

8 0
,
0 0 0

1 0
,
0 0 0 円

･ 4 0 0 ,0 0 0 円

3 0 0
,
0 0 0

1 00
,
0 0 0 円

10 0
,
0 0 0

･ 0 円

第 3 表

( 検 算)

売 上 高

売上 原 価

期首製品 有 高

当 期完成 品

期末製品有高

@ 2 0 0 円 × 9 ,0 0 0 個

@ 15 0 円 × 1 ,0 0 0 個 ･

@ 1 5 0 円 × 1 0 ,0 0 0 個 ･

合 計････

@ 15 0 円 × 2 ,0 0 0 個･

売上 原価 ‥ …

･ 15 0
,
0 0 0 円

… 1
,
50 0

,
0 0 0

1
,
6 5 0

,
0 0 0 円

3 0 0
,
0 0 0

･ 1
,
3 5 0

,
0 0 0 円

売 上 捻 利 益
… …

販 売 費 お よ び
一 般管理 費

変 動 費 @ 1 0 円 × 9 ,0 0 0 個 … … ‥

固 定 費 ‥ ‥ ･

計
… ･

営 業利 益 ･

1
,
8 0 0

,
0 0 0 円

1
,
3 5 0

,
00 0

… 4 5 0
,
0 0 0 円

9 0
,
0 0 0

8 0
,
0 0 0

1 7 0
,
0 0 0 円 17 0

,
00 0

･･ 2 8 0 , 0 0 0 円

J 9 0



( 7 7 ) 伝統 的損益 分 岐分 析 の 改善

策 2 図

(

収

益
･

費
用

単
位
万
円
)

0

【
1〇

一
別

†
し
｢

[
■

定
脚

脚

鮎

予
旗

国
お
一

希望官業
利益

4 6 8
廿

廿

損益 分岐点 にお ける 霊詐誉裂莞量
販売量

位
あ

た

り
一

〇

円

で

あ

る

の

で
､

そ

の

差
額
四

〇

円

は
､

前

述
の

操
業
度
差
異
お

よ

び

固
定

販

売

費
･

一

般

管
理

費
を
回

収
す

る

一

種
の

貢
献
利

益
と

考
え

る

こ

と

が

で

き
る
｡

そ

こ

で

こ

の

関

係
を

限

界

利
益

図
表
に

よ
.
っ

て

第 4 表

こ

の

場
合
は
､

(

泄
蹄
召
蒋
拇
国
袖
雑
食
⑥

会

コ
)

×

(

料

璃

陣

取

紳
-

○
-

0

0

0

遍
-

竿
国
粋
馳
跡
00

も
0

0

遍
)

=
00

○

も
0

0

コ

(

蒔
湘
蹄
触
加
)

が

生

ず
る
｡

他

方
､

製
品

単
位
あ

た

り

売
上

総
利
益
ほ

五

〇
円

で

あ

り
､

変

動
販

売
費
は

単

(検 算)

売 上 高

売 上 原価

期首製品有高

当 期 完成 品

期末製品有高

売上庶イ酔

@ 2 0 0 円 × 4 , 0 00 個 ‥

@ 15 0 円 × 2 , 0 00 個･

(@ 1 5 0 円 × 8 , 0 00 個 ･

合 計
… ･

@ 15 0 円 × 6 , 00 0 個
･

予 定 操 業度差 異

@ 4 0 円 ×( 1 0 ,0 0 0 個- 8 , 0 0 0 個)･

修 正 売 上 原価
･

売 上 総 利 益
‥ …

販 売 費 お よ び
一

般 管理 費

‥ ‥ 3 0 0
,
00 0 円

‥･ 1 , 2 0 0 , 00 0

… 1
,
5 0 0

,
00 0 円

‥ 9 0 0
,
00 0

‥ 6 0 0
,
00 0 円

8 0
,
0 0 0

‥ 6 8 0
,
00 0 円

･ … 8 0 0
,
0 0 0 円

変 動 費 @ 1 0 円 × 4 , 0 0 0 個 ･ ･ ･

固 定 費
‥ …

合 計
‥ ‥

営 業利 益 ･ …

4 0
,
0 0 0

8 0
,
00 0

1 2 0
,
00 0 円

6 8 0
,
0 0 0

1 2 0
,
0 0 0 円

1 2 0
,
0 0 0

0 円

J ∂J

叫

加

･

山

瀬

､

ん

一

､

叶

1

｡

､

- 叫

■

1

功

･▲



一 橋論叢 第七 十 一 巻 第 二 号 ( 7 8 )

第 5 表

@ 2 0 0 円 × 9 , 0 0 0 個 … ･ ‥ ･ … … … = ‥ ･ ･ 1
,
8 0 0

,
0 0 0 円

･ 3 0 0
,
0 0 0 円

･1
,
2 0 0

,
0 0 0

1
,
5 0 0

,
0 0 0 円

1 5 0
,
0 0 0

‥ ‥ ‥ 1
,
3 5 0

,
0 0 0 円

1
,
4 3 0

,
0 0 0

3 7 0
,
0 0 0 円

1 7 0
,
0 0 0

2 0 0
,
0 0 0 円

@ 1 5 0 円 × 2 , 0 0 0 個
･

@ 1 5 0 円 × 8 ,0 0 0 個･

合 計
･ …

@ 1 5 0 円 × 1 ,0 0 0 個 ･

( 検 算)

売 上 高

売 上 原価

期首製品有高

当期完成 品

期末製 品有 高

売上原価

予 定操 業度差異

@ 4 0 円 ×( 1 0 ,0 0 0 個- 8 ,0 0 0 個) ･ ･ ‥ ‥ ･ … ･ 8 0
,
0 0 0

修正 売 上 原価 ‥ … … ･ … t l
,
4 3 0

,
0 0 0 円

売上 総利益 ‥ ‥ … ‥

9 0
,
0 0 0 円

8 0
,
0 0 0

1 7 0
,
0 0 0 円

版 売費 お よ び 一

般 管理 費

変 動 費 @ 1 0 円 × 9 ,0 0 0 個 ‥ ‥

固 定 費
･ ･ t ･ … ‥ ‥ ･

合 計
‥ ‥

営業 利益 ‥ ‥ ･

示
せ

ば
､

第
2

図
の

よ

う
に

な

る
｡

こ

の

貢
献
利

益

線
を

抗
と

す

脱

れ

ば
､

さ
}

=

合
転
-
-

告
も
0
0

(

汁

花

｢
○

肌

内
m

岩
も
0
0

)

で

あ

り
､

損
益

分

岐
点

に

お

け

る

販
売
量
は
､

5
W

=

合
叫
-
-

中
ロ

も
0
0

=
○

転
=
ヰ

も
0

0

と
な

る
｡

こ

の

検
算
は

第
4

表
に

示

し
た
｡

ま

た

希
望

営
業
利
益

二

〇

〇
､

0

0

0
円

を

達
成

す
る

販

売

量
は
､

h

岩

内
-
-

筈
-

0
0

0

=
N

0
0

も
0

0

内
=
心

も
0

0

と
な

る
｡

こ

の

検
算
ほ

第
5

表
で

示

し
た
｡

三

多
品
種

製
品
の

転
益

分

岐
分

析

伝
統
的
な

損
益

分

岐
分

析
や

そ

の

図

表
ほ
､

取

扱
い

製
品
が

た

っ

た
一

種
顆
で

あ

る

か
､

あ

る

い

は

多
品

種
の

場
合
ほ
､

セ

ー

ル

ス

･

ミ

ッ

ク

ス

が
一

定
で

あ

る

と

い

う

仮
定

に

立

脚
し

て

い

る
こ

と

ほ

す
で

に

指
摘
し
た
｡

そ

こ

で

取

扱
い

製
品
が

多
品

種
で

あ

る

場
合
の

損
益

分

岐
分

析
や

そ

の

図
表
を

考
察
し

て

み

ょ

う
｡

仮
に

当

社
は
､

A
､

β
､

C

3

種
顆
の

製
品
を

製
造

販

売

す
る

も
の

と

し
､

直
接
原
価
計
算
方

式
に

よ

っ

て

品

種
別
の

予

定

損
益

■ ヰ

l t ､

▲ + ･

.′.ヰ

イ}

J l

+

〆
･

ザ

､

｢

廿

■.

r

藤

一

収

r



( 7 9 ) 伝 統的 損益 分 岐分 析 の 改善

策 6 表

( 製品 品 種別 予 定損 益 計算書)

合 計 A 月 C

ゝ

叫

ヰ

｢

叫

″

･
肋

個 個
3 0
,
0 0 0 1 0

,
0 0 0

円 万 円

@ 3 ,0 0 0 3 , 0 0 0

1
,
8 0 0@ 1 ,8 0 0

円 万 円

(頭1 , 2 0 0 1 , 2 0 0

蒜

6 6 ｡

頂

頂
竺

円 万 円

@ 2 , 0 0 0 6 , 0 0 0

@ 1 , 0 0 0 3 , 0 0 0

円 万円

(頭 1 ,0 0 0 3 ,0 0 0

謡

8 ｡ ｡
一

別

脚
一
別

榊
∈

個 個
6 0

,
0 0 0 2 0

,
0 0 0

万円 円 万円

1 1
,
0 0 0 @ 1 , 0 0 0 2 ,0 0 0

5
,
9 0 0 @ 55 0 1 ,1 0 0

円 万 円

@ 45 0 9 0 0

芯

3 6 ｡

頂
一

誌
一
一

万 円

5 .1 0 0

万 円
9 8 0

8 2 0

万 円

8 0 0

万 円

3 0 0

1
,
5 0 0

万 円
8 0 0

製品 品 種

販 売 量

売 上 高

差 引 : 変動製造
販 売 費

限 界利 益

差 引 : 個 別 キ ャ パ シ

テ ィ
･ コ ス ト

プ ロ グ ラ ム

ド ･ コ ス ト

コ ミ ッ テ ッ

ド ･ コ ス ト _

計

セ グ メ ン ト ･ マ

ー ジ ン

差 引 : 共 通 キ ャ パ シ

テ ィ
･ コ ス ト

営業 利益

計
算
書
を

作
成

し

た

と
こ

ろ
､

第
6

真
の

よ

う
に

な
っ

た

と

す
る
｡

こ

の

表
で

は
､

製
品

品

種
別
に

売
上

高
や

限

界

利
益
が

示
さ

れ

て

い

る

の

み

な

ら

ず
､

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

(

固

定

費
)

は
､

各
製
品

品

種
ご

と

に

直
接
に

跡

づ

け

ら
れ

る

個
別

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

と

直
接
に

跡

づ

け

ら
れ

な

い

共
通
キ

ャ

パ

シ

テ
ィ

･

コ

ス

ト

に

区

分

さ

れ
､

さ

ら
に

個
別

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

は
､

経

営
者

の

方

針
に

ょ

っ

て

決
定

さ

れ

る

プ

ロ

■
グ

ラ

ム

ド
･

コ

ス

ト

と
､

物
的
生

産
販

売
設

備
の

維
持
費
で

あ

る
コ

､

､

､

ッ

テ

ッ

ド
･

コ

ス

ト

と

に

区

分

さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
な

場
合

に
､

損
益

分

岐
点
に

お

け

る

販

売
量
の

計

算
は
､

第
7

表

の

よ

う
に

な

る
｡

こ

の

表
で

示
し
た

よ

う
に
､

各
製
品

別
に

直

接
に

認
識

さ

れ

た

プ

ロ

グ

ラ

ム

ド
･

コ

ス

ト

お

よ

び

コ

､

､

､

ブ

テ

ッ

ド
･

コ

ス

ト

を

そ

れ

ぞ

れ

製
品

単
位
あ

た

り

限

界
利
益
で

割
る

こ

と

に

よ

っ

て
､

プ

ロ

グ

ラ

ム

ド
･

コ

ス

ト

お

よ

び

コ

､
､

､

ァ

テ

ッ

ド
･

コ

ス

ト

を

回

収

す
る

た

め

に

要
す

る

販

売
量
が

計
算
さ

れ

る
｡

そ

の

結

果
､

各
製
品
の

個
別

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

を

回

収

す

る

た

め

に

は
､

A

製
品

ワ

J

(

-

N
-

0

0
0
)

､

β

製
品
(

-

山

も
0

0
)

､

C

製
品

(

00

も
0

0
)

個
を

乃



一 橋論叢 第 七 十
一

巻 第 二 号 ( 8 0 )

第7 表

( 損益 分 岐点 に お け る 販 売 量 の 計 算)

Ⅰ 個 別 キ ャ パ シ テ ィ ･ コ ス ト を 回収す る 販 売 量

〔製品 A〕

プ ロ グ ラ ム ド ･ コ ス ト を 回収 す る 販 売 量 1 ,8 0 0 ,0 0 0 円 ÷ 4 5 0 円
･ = 4

,
00 0 個

コ ミ γ テ ッ ド
･ コ ス ト を 回収 す る 販 売 量 3 ,6 0 0 ,0 0 0 円 ÷ 4 5 0 円

… 8
,
0 0 0 個

12
,
0 0 0 個

･ 5
,
0 0 0 個

･ 8
,
0 0 0 個

･1 3
,
0 0 0 個

2
,
5 0 0 個

5
,
5 0 0 個

8
,
0 0 0 個

合計 : 個 別 キ ャ パ シ テ ィ ･ コ ス ト を回収 す る 販 売 量
‥ …

〔製 品 β〕

プ ロ グ ラ ム ド ･ コ ス ト を 回収 す る 販 売 量 5 ,0 0 0 ,0 0 0 円 ÷ 1 ,0 0 0 円
‥

コ ミ ァ テ ッ ド ･ コ ス ト を 回収 す る 販 売 量 8 ,0 0 0 ,0 0 0 円 ÷ 1 ,0 0 0 円
‥

合 計 : 個 別 キ ャ パ シ テ ィ ･ コ ス ト を 回収 す る 販 売 量
‥ ‥

〔製 品 C〕

プ ロ グ ラ ム ド ･ コ ス ト を 回収 す る販 売量 3 ,0 0 0 ,0 0 0 円 ÷ 1 ,2 0 0 円
‥

コ ミ ッ テ ッ ド
･ コ ス ト を 回収 す る 販 売量 6 ,6 0 0 ,0 0 0 円 ÷ 1 ,2 0 0 円 ‥

合 計 : 個別 キ ャ パ シ テ ィ ･ コ ス ト を 回収す る販 売量

製品 A , 月 , C の 個 別 キ ャ パ シ テ ィ コ ス ト を 回収 す る

販 売 量 … ･ ･ ･1 2
,
0 0 0 個 ＋1 3 ,0 0 0 個 十8 ,00 0 個 = 3 3

,
0 0 0 個

Ⅱ 共 通 キ ャ パ シ テ ィ ･ コ ス ト を回 収 す る販 売量

4 5 0 (乙＋1 , 00 0 わ＋1 ,2 0 0 ¢ = 15 ,0 0 0 ,0 0 0

そ

れ

ぞ

れ

販

売

す
る

必

要
が

あ

る
｡

個

別

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

拗

コ

ス

ト

を

回

収

す
れ

ば
､

あ

と

は

共

通
キ
.
ヤ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

を

回

収

す

る

の

み

と

な

る
｡

そ

の

た

め
に

要
す

る

各
製

品
の

販

売

量
を

α

､

あ
､

β

と

す
れ

ば
､

そ

れ

は

次
の

式
に

ょ
っ

て

示

さ

れ

る
｡

£
○

白

＋
-

も
0

0
ひ

十
-
-

N

0

0
Q

=
-

ぃ

も
0
0

も
0
0

こ

の

式
を

満
足
せ

し
め

る

α
､

あ
､

β

の

組

合
せ

は
､

無

(

2
)

数
に

あ

る

わ

け

で

あ

る
｡

伯

方
､

大

網

的

利
益

計

画
の

目

的
は

損
益

を

分

岐
せ

し

め

る

こ

と

に

あ

る

わ

け
で

は

な

く
､

生

産
販

売
能
力
の

制
約
､

各

製
品

品

種
別
の

需
要
の

制
約
な

ど
い

く
つ

か

の

制
約
条
件

下
に

お

い

て

営
業
利
益
を

最
大
に

す

る

こ

と
に

あ

る

と

い

っ

て

よ

か

ろ

う
｡

も

ち

ろ
ん

情
報
が

不

完
全

で

あ

れ

ば
､

満
足

水

準
の

営
業
利

益

を

目

標
と

せ

ざ

る

を

え

な
い
｡

し
か

し

可

能
で

あ

れ

ば
､

営
業
利
益

を

最
大
に

す

る

よ

う
な

最
適
セ

ー

ル

ス

･

ミ

ッ

ク

ス

(

O

p

亡

m
亡

m
∽

巴
e
s

m
打
)

を

求
め
よ

う

と

す

る

で

あ

ろ

う
｡

そ

の

た

め

に

は
､

直
接
原

価

計
算
と

リ

ニ

ア

ー

･

プ

ロ

ブ

ラ
､

､

､

ン

グ

と

を

結
合
さ

せ

て
､

最
適
セ

ー

(

3
)

ル

ス

･

､

､

､

ッ

ク

ス

を

求
め

る

こ

と
に

な

る
｡

前
述
の

共

通
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

を

回
収

す

る

α
､

あ
､

β

の

取
合
せ

山

.ヰ

r

▼
l

ド

.

h

細
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第8 国 製品品種別限界利益図表

汁･

▲ 一

触_
‾1

ー

叫

ぺ

.

功

会社 全体の

官業利益

(笠島吉)

しゝ
,

■

U

▲‖U

O

O

O

5

(

収
益
･

費
用
単

位
万
円
)

--一入-
-

-
- - 0

l
- 500

t

共通キャ パ シ
･ コ ス ト

ー1 , 0 00

ゝ
シ

勺

′

〕

(

5
)

が

あ

り
､

ま
た

共

通
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

は

な
い

が
､

個
別
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

の

み

存
在
す

る

場
合
の

図

表
に

つ

い

て

は

(

6
)

リ

ァ

グ

ス

の

図
表
が

参
考
に

な

る
｡

し

か

し

な

が

ら

個
別

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

を

プ

ロ

グ

ラ

ム

ド
･

コ

ス

ト

と
コ

ミ

γ

テ

ッ

ド
･

コ

ス

ト

に

区

分

し
て

囲
い

た

も

の

は
､

ま
だ

な

い

よ

う
に

思

わ

れ

る
｡

そ

こ

で

筆
者
と

し

て

は
､

第
3

図
の

よ

う
な

限

界
利
益

図
表
を

提
案
し
た

い
｡

こ

の

図
は

基
本
的
に

は

第
2

図
と

同
じ

限

界
利
益

図
表
で

あ

る
｡

す

な

わ

ち

横
軸
に

各
製
品
の

販

売
量
を

と

り
､

縦

軸

丁 イ

00

う

ー

5

ク
ト
一

⊥
脚

ギ

一
製
ド

…

(

し

ム

叩

㍗

滞

諜
胡
.

L
2一

-

製

ド

い

ハ

し

ツ

▲‖
>0 0

に

ほ

収
益
･

費
用

を

と

る
｡

そ

し

て

ま

ず
､

3■

原
点

(

ゼ

ロ

)

か

ら

下

方
に

共

通
キ

ャ

パ

シ

テ
ィ

･

コ

ス

ト

(

咄
-

山

も
0
0
-

0
0

0
)

を

目

盛

は
､

こ

の

よ

う
な

視
点
か

ら

決
定
さ

れ

る

こ

と
に

な

る
｡

(

4
)

次
に

多
品

種
製
品
の

損
益

分

岐
図

表
な
い

し

限

界
利
益

図
表

は
､

ど

の

よ

う
に

固

け
ば

よ

い

で

あ

ろ

う
か
｡

個
別
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

が

な

く
､

共

通
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

が

存
在
す

る

場

合
の

限

界
利
益

図

表
に

つ

い

て

は
､

マ

ッ

ツ

ら
の

工

夫
し

た

図

表

る
｡

そ

の

点
か

ら

さ

ら
に

製
品
単
位
あ

た

り

限

界
利
益
の
一

番
多

い

C

製
品
の

個
別

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

(

雌
¢
-

告
○

も
0

0
)

を

下

方
に

目

盛
る
｡

し
た

が

っ

て

こ

の

図
の

出

発

点

は

(

-

咄

N

♪
中
ロ

○

も
0

0
)

の

点
で

あ

る
｡

こ

の

点
か

ら

出
発

し

て

C

製
品

の

コ

ミ

ッ

テ

ッ

ド
･

コ

ス

ト

(

雌

芸
○

言
○

ヱ

を

回

収

す

る

販

売

脱
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量
(

ま
0
0

個
)

へ

実

線

を

引
き
､

さ

ら

に

プ

ロ

グ

ラ

ム

ド
･

コ

ス

ト

(

雌
▲
言
0

0

】
豆
○
)

を

回

収

す
る

販
売

量

(

N

㌦
古
○

個
)

に

向

か

っ

て

点

線
を

引

く
｡

次
い

で

同

様
に

月

製
品
､

A

製
品
の

順
に

個

別
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ
･

コ

ス

ト

を

回

収
す
る

状
況

を

図
に

記

入

す

る
｡

そ

れ

が

終
れ

ば
､

あ

と

は

各
製
品
の

個

別

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

を

回

収

し

た

の

ち
に

残
る

販

売
量
で

も
っ

て
､

共

通
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

を

回

収

し

利
益
を

生

み

出
す

状

況

を

図
に

記
入

す

る

の

で

あ

る
｡

た

と

え

ば

C

製
品

に

つ

い

て

い

え

ば
､

(

-

○
､

0

0
0

-
∞

も
0
0

=
N

も
0
0
)

個
だ

け
が

共

通
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

を

回

収

し

利
益
を

生

み

出
す
た

め

に

貢

献
し
､

そ

の

金

額
ほ

(

⑥
咄
-
-

N

0
0

×
N
､

≡
○

=

雌
N
＼

含
〇
二

旨
○
)

で

あ

る
｡

第
3

図

は

短

期
的
に

経
営
管
理

者
の

方

針
に

よ

っ

て

そ

の

発
生

額
を

変
更
せ

し

め

る
こ

と

の

で

き

る

プ

ロ

グ

ラ
ム

ド
･

コ

ス

ト

と
､

短

期

的
に

は

重

大
な

損
失
を

蒙
る

こ

と

な

し
に

そ

の

発
生

額
を

変
更
せ

し

め
る

こ

と

の

で

き

な
い

コ

､

､

､

γ

テ

ッ

ト
･

コ

ス

ト

の

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て
､

製
品
別
の

回

収
状
況
を

明

示
し
､

さ

ら
に

各
製
品
に

よ

っ

て

共

通
キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

･

コ

ス

ト

を

回

収

し

利
益

を

生
み

出
す

状
況

が

明
確
に

示

さ

れ

る

た

め

に
､

大

綱
的

利

益

計

画
に

と
っ

て

充
分

役
立
つ

国
表
と
な

る

と

思

う
｡

四

非
直
線

下
の

損
益

分

岐
分

析

こ

れ

ま

で

の

考

察
で

は
､

す
べ

て
､

収

益

線
も

絵
原

価
線
も

直

線
的
に

推
移

す
る

こ

と

を

仮

定
し
て

き
た
｡

原

価

分
解

は

正

常
挽

業
圏
の

範
囲

内
で

の

実

績
デ
ー

タ

に

も
と

づ

い

て

行
な

わ

れ

る

の

で
､

そ

の

範
囲

内
で

あ

る

な

ら
ば

す
べ

て

直
線

的
に

変
化

す

る

と

割
り

切
っ

て

考
え

る

こ

と

に

も
､

一

応
の

根
拠
は

あ

る
｡

ま

た

収

益

線
も

割
引
き

や

割
戻
し
の

影
響
が

少
な

け

れ

ば
､

直

線
と

考
え

て

よ

か

ろ

う
｡

し

か

し

な
が

ら

業
種

業
態
の

い

か

ん

を

問
わ

ず
､

ま

た

費
用
の

い

か

ん

を

問
わ

ず
､

収
益

線
や

総
原

価
扱
が

常
に

直

線
で

あ

る

と

割
り

切
っ

て

考
え

る

こ

と

に

は

無
理
が

あ

り
､

今
日

に

お

い

て

は

そ

の

こ

と

は

必

ず
し

も

必

要
で

は

な

い

と

考
え

ら

れ

る
｡

な

ぜ

な

ら
ば
､

伝
統
的
な

損
益

分

岐
分

析
が

エ

夫

さ

れ

た

時

代
と

現

代

と

を

比

較
す

る

と
､

次
の

二

点
に

お

い

て

状
況
が

い

ち

じ

る

し

く

異
な
っ

て

い

る
｡

す

な

わ

ち

ま

ず
第
一

に
､

現
代
の

企

業
で

は

大

型
の

電
子

計

算
機
か

ら

小

型
の

電
子

式

卓
上

計

算
機
に

い

た

る

ま

で

大
幅
に

採
用

さ

れ
､

そ

の

計
算
能
力

は

非

常
に

増
加

し
て

い

る

こ

と
､

第
二

に

現

代
で

ほ

原

価
計
算
が

普
及

し

原

価
の

実

績

デ
ー

タ

が

利
用
可
能
な

状
態
に

あ

る
一

方
､

億

万
に

お

い

て

そ

れ

ら
を

モ

デ
ル

化

し

う
る

統
計

学
の

理

論
や

技
術
が

進
歩
し

て

ヱ9 6

▲

サ

山

嶺

r

γ

ド

.

打

灘
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A 叫

¢

¶

1

→

功

損益分岐点
包

月 = 10 0 乃一0 .0 01 ガ
缶

損益分岐点

む

桔
c二0 .0 05 好 ＋4 乃＋20 0

,
00 0

( 生産
･

旗売量 ,単位個)

2 0

00

8 0

60

40

20

0 2
,
000 4

,
000
-
6
,
0 00 1 0

,
0 00 ･12

,
0 00 14

,
0 00

2
,
46 2 最大の 営業 利益 13

,
538

損益分岐点に をあげる販売量 損益分岐点 における
お ける販売量 版売量

(

収

益
･

費
用

単
位
万
ド
ル
)

い

る

点
で

あ

る
｡

そ

こ

で

例
え

ば

あ

る

費
目
の

推
移
を

観
察

し
て
､

も

し
そ

れ

が

曲

線
的
に

推
移
す

る

と

判

断

さ

れ

た

と

き

は
､

何

も

無
理
に

そ

れ

を

直
線
と

仮
定

す
る

必

要
は

な
い
｡

ま

た

後
述
す

る

よ

う
に
､

局
上

高
を

増
加
せ

し

め
る

と
､

か

え

っ

て

営
業
利

益

が

減
少

す
る

よ

う
な

場
合
に

ほ
､

収
益

線
や

総
原

価
線
に

つ

い

て

曲

線
の

可

能
性
を

考
え

て

み

る

必

要
が

あ

る
｡

そ

こ

で

以

下
､

非

直
線
下
の

損
益

分

岐
分
析
(

n
O

n
-
i

ロ
O

P

㌻
r

e

巳
T
e

く
e

ロ

呂
巴
y

且

を

検
討
す
る

こ

と

に

し

よ

う
｡

川

非
直
線
下
の

損
益

分

岐
分

析
の

計
算

第
4

図
の

示
す

よ

う
に
､

売
上

高
線
月

お

よ

び

総

原

価

線
C

が

(

7
)

次
の

式
で

表
わ

す
こ

と

が

で

き
た

と

す

る
｡

た

だ

し
犯

は

生

産
販

売

量
と

す
る
｡

知

=
-

0
0

芦

-
〇
一

〇
〇
-

㌔

q

=
〇
.

〇
〇

訂
N

十
ぎ
＋
N

0

0
､

0
0
0

∽

損
益

分

岐
点
に

お

け
る

生

産
販

売
量

こ

の

場
合
は
､

売
上

高
か

ら

総
原
価
を

差
引

け
ば
､

営
業
利
益

が

算
出
さ

れ

る

の

で
､

営
業
利
益
が

ゼ

ロ

と

な

る

生

産
販

売
量
を

求
め

れ

ば

よ

い
｡

(

8
)

す
な

わ

ち

次
の

よ

う
に

計

算
さ

れ

る
｡

わ

-
q

=
-

0
0

さ

-
〇
.

冨
-

㌔

-
〇
.

〇
〇

訂
N

-

ぎ
-
N

0

0

も
0

0

=

-
〇
.

〇
〇

か

㌔
＋

芸
3

-
N

O

O

も
0

0

=
○

ヾ

中
‖

‖

-

芸
什

く
(

宗
)

N

-

犬
-
〇
.

〇
〇

告

(

-
N

0
0
-

喜
○
)

N

X
(

-
〇
.

〇

〇

丑

-

芸
什

く

甘
引

-
O

b
-

N

朴
N

も
か
N
.

山

恥

汁

蒜
-

山
-

山

い

γ
山

か

く

し
て

こ

の

場
合
は
､

損
益

分

岐
点
に

お

け
る

販

売

量
は

二

つ

求
め

ら
れ

る
｡

J 97
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第 5 固

Y

ヤ
㌦
〆

g

fて易 , y )

U

苧
′

/

′

′

長
一

L
‖

U
I

Tα

仲

営
業
利
益
を

最
大
に

す

る

生

産
販

売
量

営
業
利
益
を

最
大

に

す
る

生

産
販

売
量

は
､

収
益

線
と

捻
原

卦

価
線
と

を

そ

れ

ぞ

れ

＼

微
分

し
､

限

界
収
益

益
が

最
大
と

な

る
｡

こ

の

場
合
の

営
業
利
益
Z

は

次
の

よ

う
に

な

舶
一

⊥

る
｡

知

-
q

=

1
〇
.

〇

〇

ぎ
阿

＋

芸
芦

-
N

0

0
-

0
0
0

か
…

=

-
〇
.

〇
〇

具
ゎ

も
0

0
)

帖

＋

ま
(

∞
､

0

0
0

)

-

旨
○

も
0
0

=
-

∞

♪
0

0
0

(

｢
＼

て
)

な
お

最
大
の

営
業
利
益

を

あ

げ
る

生

産
販

売
量
は

営
業
利
益
Z

を

微

分

し
て

ゼ

ロ

と
お

く
こ

と

に

ょ

っ

て

も

求
め

ら
れ

る
｡

札

N

叉
-
〇
.

〇

〇

ぎ
N

＋

苫
さ

-
N

0
0

も
0
0
)

(

U

と

限

界
費
用
と

が

等

し

く
な

る

生

産
販
売
量
を

求
め

れ

ば

よ

い
｡

こ

の

計

算
は

次
の

よ

う
に

な

る
｡

軋

知

宍
-

0
0

さ

-
〇
.

〇

〇
-

㌔
)

礼
讃3

=
加
､

0
0

0

(

壷
)

軋

3

=
○

乱

さ

乱

さ

=
-

0
0

1
〇
一

〇

〇
N

さ

乱

q

-

失
P
0
0

ど
N

＋

ぎ
＋
N

0

0
-

0

0
0
)

乱

3

乱

さ

=
〇
.

〇
-

声

＋
阜

-

0
0

-
〇
.

〇

〇
N

さ

=
〇
.

〇
-

さ

＋
小

さ

=
山

岳

小
〇
.

〇
-

N

=
ダ
0

0
0

(

壷
)

し

た

が
っ

て

八
､

0

0

0

個
生

産
販

売
す

る

と

き

に
､

営

業

利

㈹

平
均
単
位
あ

た

り

総
原

価
が

最
小

と

な
る

生

産
量

平

均

単
位
あ

た

り

稔
原
価
が

最
小

と

な

る

生

産
量
は
､

桧

原
価

線
C

を

几

で

割
っ

て

平

均

単
位
原
価
を

表
わ

す

式

を

作
り
､

こ

れ

を

微
分
し
て

ゼ

ロ

と

お

け
ば

よ

い
｡

こ

の

計
算
ほ

次
の

よ

う
に

な

る
｡

q

=
〇
.

〇

〇

ぎ
N

＋

ぎ
＋

岩
○
}

0
0

0

q-
=
〇
.

〇
〇

ぎ
＋
串

＋
N

0
0

も

宝
･

芦

⊥

3
､
怜
)

乳

き

宍
〇
.

〇
〇

ど
＋
串

＋
N

0
0

も
0

〇
･

さ

⊥
)

軋

き

か

山

血
叩

粁

■

◆●

紳
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止

山
l

¢

｢

､

1

､

.

"

.

秘

=
O
t

0

0
h

-
N

0

0

も
0
〇
･

芦
.
b

=
○

芦

∬
か
､

山

N

h

(

壷
)

ま

た
こ

の

さ

い

の

平
均

単
位
あ

た

り

絵
原
価
は

次
の

よ

う
に

な

る
｡

g
O

只
や
ぃ

N

h

)

＋
牟

＋
N

0
0

㍉
さ
〇
･

(
爪

も
N

い

)

⊥

∬

笥
.

N

h

(

ド

ル
)

五

収

益

曲
線
お

よ

び

原

価
曲
線
の

予

測
方

法

前
述
し

た

非

直
線

下
の

損
益

分

岐
分

析
の

計
算
は
､

収

益

曲

線

お

よ

び

桧
原

価
曲
線
を

表
わ

す

式

さ

え

得
ら

れ

れ

ば
､

あ

と

は

簡

単
な

微
分

計

算
に

す

ぎ

な
い
｡

し
た

が

っ

て

む
し

ろ

問

題
な

の

は
､

収
益

曲
線
お

よ

び

捻

原
価
曲

線
を

表
わ

す

式
を

実
績
デ
ー

タ

か

ら

い

か

に

し
て

求
め

る

か

に

あ

り
､

前
述
の

リ

ァ

グ

ス

も

ま
た

そ

の

(

9
)

問
題
は

彼
の

本
の

扱

う
範
囲

外
で

あ

る

と

し

て

い

る
.｡

も

し

曲
線

を

表
わ

す

式
が

求
め

ら

れ

な

け
れ

ば
､

非
直
線
下
の

損
益

分

岐
分

析
は

不

可

能
と

な

る

の

で
､

わ

れ

わ

れ

と

し
て

は

こ

の

問
題
に

取

り

組
ま
ざ

る

を

え

な
い
｡

そ

こ

で

次
に

最

小

自

乗

法

(

ヨ
e

t

F
O

d

O

:
昌
S
t

S

q

亡

賀
e

∽

)

を

使
用
し
て
､

収
益

曲

線
､

費
目

別

お

よ

(

1 0
)

び

総
原
価
曲

線
を

予

測
す

る

方

法

を

検
討
し
ょ

う
｡

こ

こ

で

は
､

実
績
デ
ー

タ

の

趨
勢
を

観

察
し
､

二

次

放
物

線
を

あ

て

は

め

る

場

合
を

と

り
あ

げ
て

検
討
す

る
｡

し
か

し
な

が

ら
こ

の

方

法

を

理

解

す

る

た

め
に

は
､

実
績
デ
ー

タ

の

趨
勢
を

観
察
し

最
小

自
乗
法
に

ょ

り

直
線
を

あ

て

は

め

る

方

法
を

理

解

す
る

こ

と

が

前
提
と

な

る

の

で
､

順
序
と

し

て

直
線
を

あ

て

ほ

め

る

場
合
か

ら

述
べ

る

こ

と

に

す

る
｡

川

直
線
を

あ

て

ほ

め

る

場
合

い

ま

仮
に

あ

る

費
目
の

実

績
デ
ー

タ

を

観
察
し

て
､

そ

れ

が

直

線
的
に

推
移

す
る

と

判

断
さ

れ

た

場
合

は
､

す
べ

て

の

実

績

デ

ー

タ

の

で

き

る

だ

け

近

く
を

通
る

よ

う

な

回

帰

線

(
r

2

笥
e

S
S

訂
n

-

F
e

)

を

求
め

れ

ば
､

そ

れ

が

そ

の

費
目
の

推
移
を

表

わ

す

直
線

で

あ

る
｡

こ

の

回

帰

線
は
､

企
業
の

業
務
量
の

変
化
に

伴
な
っ

て

増
減

す

る

実

績
デ
ー

タ

の

平

均

線
に

ほ

か

な

ら
な

い
｡

そ

こ

で

第

5

図
で

示

し
た

よ

う
に
､

こ

の

平

均

線
を

呵

=
P

＋
ひ

内

と

し
､

任

意
の

実

績
デ
ー

タ

の

1

点
を

P
､

そ

の

点
の

座
標
を

為
､

抗
と

す
る
｡

点
P

か

ら
こ

の

直

線
ま

で

の

距

離
(

こ

れ

は

垂

直
の

偏
差
､

ま

た

は

残

差
と
い

わ

れ

る
)

を

抗
と

す

れ

ば
､

〔

訂

=
】

㌔

1
(

P

＋
ひ

内
科

)

で

あ

る
｡

･

各

は

デ
ー

タ

の

数
(

Ⅳ
)

だ

け

変
化

す
る
｡

と
こ

ろ

で

変
量
裁
と

そ

の

平
均
必

と

の

残

差
の

自
乗
の

合
計
は
､

変
量
裁
と

平

均

以
外
の

他
の

値
と

の

差
の

自
乗
の

合

計
よ

り

も
小

さ

く

な

る
､

畑
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(

1 1
)

と
い

う

平

均
の

性
質
が

あ

る
｡

し
た

が

っ

て

L

く

>
｡

M
q
㌔

=

M
[

呵

｢
一

(

P

＋

冨
+

巾

)

㌔

l
m
-

n
.

≡

ド

.=
-

汁

‖
-

と

な

る

よ

う
な
α

､

あ

を

求
め

れ

ば
､

こ

の

回

帰
線
を

求
め

る

こ

と

が

で

き

る
｡

そ

の

た

め

に

は

①
式
を

偏

微
分

し
て

ゼ

ロ

と

お

け

ば

よ

い
｡

こ

の

計

算
は

次
の

よ

う
に

な

る
｡

(

N
一

什
〈

望
汁

ロ

20 0

{

L

くM
(

-
N

)

[

勺

｢
･

(

白

＋
ひ

き
)

]

=
○

れ

=
-

>
｢M

(

-
N

か
)

[

さ
1
(

串

＋
ひ

か
)

]

=
○

れ

=
+

一つ1 さゝ

㊤
吋

倍
〕

屈

｢

バ

む

M

S
N

票
q
-

N

＋

S
N

＋

‥

＋

q

㌔
]

む
串

む

白

‖

絹
＋

絹
＋
‥

‖

淋

蛸

=

抑

鞘
相

＋

絹

b
｢

=
u
n
N

S
･

(

-
-

)

=
○

札

=
【

贈
‖

淋

蛸

‖

淋

粥
輔

.2 1
=
h J

n
N

S
･

(

-

内
科

)

=
○

帆

=
-

(

N
一

>
｢M

[

5
1
(

白

＋
ひ

き
)

]

=
○

止

=
+

㊥
呼

値
]

幽

｢

バ

ー21M
[

か
さ
-
(

白

き
＋
ひ

き
N

)

]

=
○

叫

=
-

㊥
什

◎
汁

甘守
パ
仲

き

軒
賢
瑠
±

晋

(

望∋
{

望
(

望

(

望

さ

て
､

㈲
と

㈱
を

正

規
方

程
式

と

い

い
､

こ

の

連
立

方

程
式

を

解
い

て

α

と

ぁ

と

を

求
め

れ

ば

よ

い
｡

こ

の

正

規
方

程
式

は
､

以

上

述
べ

た

よ

う
な

計

算
に

よ
っ

て

導
き

出
せ

る

わ

け

で

あ

る

が
､

記

憶
の

仕
方
と

し
て

は
､

呵
=
P

＋
ひ

叫

の

式
に

∽

各

項
に

∑
を

つ

け
た

式
を

作
る

(

α

の

係

数
は

1

で

あ

る

か

ら
)

｡

す
な

わ

ち

止
サ

山
一

食

√

γ

r

-

紳



( 8 7 ) 伝統 的損益 分 岐分 析の 改善

オ

山

金
一

り

､ t

▼

ーー ‾Y

M
勺

=

M
白

＋

M
ひ

如

.

･

.

M
呵
=
3

白

＋
ひ

M
転

l
㊥

㈹

各
項
に

g

を

掛
け
て

∑
を
つ

け
た

式
を

作
る

(

ぁ

の

係
数

が

g

で

あ

る

か

ら
)

｡

す
な

わ

ち

内
『

=
白

対
＋
ひ

叫
N

M
内
呵

=
P

M
内
＋
ひ

M

㌔

l
室

と
い

う

よ

う
に

導
き

出
す

と

思

え

ば

よ

い
｡

次
に

こ

の

考
察
の

結

果
に

も
と

づ

い

て
､

二

次

放
物

線
を

あ

て

は

め

る

場
合
に

つ

き
､

計
算
例
で

検

討
し
ょ

う
｡

似

二

次

放
物
線
を
あ

て

は

め

る

場

合

い

ま

仮
に
､

あ

る

費
目
の

実

績
デ
ー

タ

が

第
8

表
の

と

お

り

で

あ

っ

た

と

す

る
｡

こ

の

実

績
デ

ー

タ

に

ょ
っ

て

グ

ラ

フ

を

作
成

す

れ

ば
､

第
6

図
の

よ

う
に

な

る
｡

こ

れ

に

ょ

れ

ば
､

こ

の

費
目

ほ

直
線
よ

り

も
一

一

次

放
物

線
的
に

推
移
す

る

と

判
断
さ

れ

る
｡

そ

こ

で

求
め

る

趨

勢
曲

線
(

回

帰

線
)

を

呵

=
白

＋

買
＋
Q

鞍
柑

と

お

け

ば
､

最
小

自
乗
法
に

よ

り
､

ゝ
｢

払

=

M
[

呵

｢
(

P

＋
ひ

か
＋
Q

曳
)

]

柑

↓
日
i

P

ヰ

∩
-

と

な

る

よ

う
な
α

､

あ
､

β

を

求
め

れ

ば

よ

い
｡

し
た

が

っ

て

直

第8 表

費 目 実績 ( y )

4 5 2 .0 万 円

直 接 作業時 問 ( g )

7 .0 千 時 間

7 .2 4 5 6 .0

7 .5 4 6 2 .5

7 .8 4 6 8 .3

8 .0 4 7 2 .0

8 .5 4 8 0
.
5

8 .8 4 8 5 .1

9 ,0 4 8 8 .0

9 .5 4 9 4 .5

1 0 .0 5 0 0 .0

資料 の 数 ( Ⅳ)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

線
の

場
合
と

同

様
に
､

前
述
の

式

を

偏
微
分

し

て

ゼ

ロ

と

お

け

ば

よ

い

わ

け
で

あ

る
｡

す

な

わ

ち
､

む

払

む

わ

凱
‖
○

}

針
‖
｡
-

む

わ㌢1
=
○

に

ょ

り

求
め

る

の

で

あ

る

が
､

そ

の

結
果
は
､

直
線
の

場
合
と

同

様
な

正

規

方

程
式
が

え

ら
れ

る
｡

こ

の

正

規
方

程
式
は
､

次
の

よ

う
に

記
憶
す

る

の

が

便
利
で

あ

る
｡

す
な

わ

ち

勺
=
串

＋
ひ

的

＋
Q

的
N

の

式
に

∽

各
項
に

∑
を

つ

け
た

式
を

作
る
｡

M
呵

=

M
串

＋

M

買
＋

M
Q

㌔

㌧
.

M
勺

=
→

岩

＋
ぐ

M
如
＋
Q

M

㌔

βO J
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¢う (ゆ

各

項
に

才

を

掛
け
て

∑
を

つ

け

た

式
を

作
る
｡

叫
勺

=
白

的
＋
ひ

転
N

＋
Q

内
申

M
的
勺
=

M
中

内
＋

M

買
"

＋

M
Q

k
占

㌧
･

M
対
句
=
串

M
叫
＋
ひ

M

㌔
＋
Q

M
㌔

各
項
に

㍍

を

掛
け
て

∑
を

つ

け
た

式
を

作
る
｡

内
相

呵
=
斡

吐
N

＋
ひ

転
｡

＋
Q

如
-

M

㌔
呵
=

M
p

㌔
＋

M

岩
｢

ご
･

M
Q

㌔

･

.

･

M

㌔
呵
=
P

M

㌔
＋
ひ

M

㌔
＋
Q

M

短

以
上
に

よ
っ

て

求

め
た

連
立

方

程
式
､

す
な

わ

ち

{

P

∬
-

¢

ゃ
ぃ

ひ

∬
h

〇
.

-

h

Q

∬

-
N
一

〇

〇
∞

β0 β

g

と

な

る

の

で
､

求
め

る

費
目

曲
線
は
､

呵

=
-

遥
.

い

＋

苫
.

-

山

内
-
N
.

〇

〇
∞

内
担

{

M
呵
=

喜
＋
ひ

M
転
＋
Q

M
内
N

M
内
勺
=
P

M
的
＋
ひ

M
叫
N

＋
b

M
吐
甲

M
担
N

勺
=
串

M
k
ふ

＋
ひ

M

㌔
＋
Q

M
如
ふ

固
丘
じ第

が

求
め
る

正

規
方

程
式
で

あ

る
｡

そ

こ

で

計
算
機
を

使
用

し
て
､

第
9

表
を

作
成

す

る
｡

第
9

表
の

計
算
結

果
を

前
述
の

正

規
方

程

式
に

代
入

す

れ

ば
､

次
の

連
立

方

程
式
が

え

ら
れ

る
｡

ア

10( 千時 間)

次 で

あ

る

な

お

こ

の

曲
線
は
､

の

よ

う
な

簡
便

法

に

よ

っ

て

も

求
め

ら

9

れ

欒
す

な

わ

ち
､

第
1 0

表
で

示

し
た

よ

0

0

う
に
､

直
接
作
業
時

7

間
数
の

デ
ー

タ

を

等

間
隔
に

区

分

し
､

g

{

烏
h

芯
.

-

=
-

O

P

＋
血

G
.

山

中

＋
N

d
N
一

∞

訂

い

笥
∞

P
O
-

=
∞

山
.

旨
＋
ゴ
ロ

N
.

加

冒
＋
〈

岩
○

か
.

聖
丁

訂

巴

$
h

-
.

N

や
り

=
ワ
ロ

N
.

笥
串

＋
〈

岩
○

か
.

聖
丁

宗
＋
h

-

岨

勺
山
.

〇
い

N

山

Q

0

0

0

0

0

0

(

万
円
)

50

49

48

47

46

4 5

+

の

合
計
が

ゼ

ロ

に

な

る

よ

う
に

エ

夫
す

る
｡

こ

れ

を

解
け
ば
､

そ

う

す
れ

ば
､

前
述
の

正

規
方

皐
式
に

お

い

て
､

M
的
=
○
-

M
対

『
○

と
な

る

の

で
､

次

の

連
立

方

程
式
が

え

ら
れ

る
｡

l ゝj
′

山

食

が

ふ

+

.
ト

γ

γ

-

r

紳

ト
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第 9 表

+ V g ア

1

2

3

4

5

7 .0 4 5 2 .0

7 .2 4 5 6 .2

7 .5 4 6 2 ,5

7 .8 4 6 8 .3

8 .0 4 7 2 .0

6 8 ,5 4 8 0
.5

7 8 .8 4 8 5 .1

8 9 .0 48 8 .0

9 9 .5 4 9 4 .5

1 0 1 0
.
0 5 0 0 .0

合 計 8 3 .3 4 7 5 9 .1

g . ア ズ 2 g 2 . ア

3 1 6 4 .0 0 4 9 .0 0 2 2 14 8 .0 0 0

3 2 8 4 .6 4

3 4 68 .7 5

3 6 5 2 .7 4

3 7 7 6 .0 0

4 0 8 4 .2 5

4 2 6 8
.
8 8

4 3 9 2 .0 0

4 6 9 7 .7 5

5 0 00 .0 0

3 9 7 8 9 . 0 1

5 1 .8 4 2 3 6 4 9 .40 8

5 6 .2 5 2 6 0 1 5 .6 25

6 0 .8 4 2 8 4 9 1 .3 72

6 4 .00 3 0 2 0 8 .0 0 0

7 2 .25 3 4 7 1 6 .1 2 5

7 7 .4 4 3 7 5 6 6 .1 4 4

8 1 .0 0 3 95 2 8 .0 0 0

9 0 .2 5 4 4 62 8 .6 2 5

1 0 0 .0 0 5 0 0 0 0 . 00 0

7 0 2 .8 7 3 3 6 95 1 .2 9 9

g
3

g
4

3 4 3 .0 0 0

3 7 3 .2 4 8

4 2 1 .8 7 5

4 7 4 .5 5 2

5 1 乙 00 0

6 1 4 .12 5

6 8 1 .ヰ7 2

7 2 9 .0 0 0

8 5 7 -3 7 5

1 0 0 0 .0 0 0

6 0 0 6 .6 4 7

2 4 0 1 .0 0 0 0

2 6 8 7 .38 5 6

3 1 6 4 .0 6 2 5

3 7 0 1 .5 0 5 6

40 9 6 .0 0 0 0

5 2 2 0 .0 6 2 5

5 9 9 6 .9 5 3 6

6 5 6 1 .00 0 0

8 1 4 5 .0 6 2 5

1 0 0 0 0 .0 0 0 0

5 1 9 7 3 .0 3 2 3

第 10 表

g

7 .0 → - 3

7 .5 → - 2

8 .0 → 一 1

8 .5 → 0

9 . 0一-一一ナ 十 1

9 . 5一 一 十 2

1 0 . 0 一 十 3

合 計 0

次
に
､

通

常
の

方

法

に

よ

っ

て

求
め

た

曲
線

の

式
と
､

前

述
の

簡
便

法
に

よ

っ

て

求
め

た

曲

3

線
の

式
と

を

比

較
し
て

甜

し
た

が

っ

て

こ

れ

を

解
け
ば
､

{

糊
…

を

得
る

の

で
､

求
め
る

曲
線
の

式
は
､

勺
=

蓋
〇
.

∽

＋
∞

内
-
〇
一

山

内
N

と

な

る
｡

＋
-

¢
仇

Q

＋
N

∞

Q

そ

こ

で

第
11

表
を

作
成

し
､

そ

の

計

算
結
果
を

簡
略
化

さ

れ

た

正

規
方

程
式
に

代
入

す
れ

ば
､

次
の

よ

う
に

な

る
｡

{

M
呵

=

芸
＋
Q

M
内
柑

M
如
呵

=

ひ

M
内
山

M

㌔
呵
=

P

M

㌔
＋
Q

M

曳

･†▲

I ▲

食.
●
I

Jし

ト ー■
J

イ

桝
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み

ょ

う
｡

例
え

ば

直
接
作

業
時
問
が

六
､

五

〇

〇

時
間
の

場
合
､

こ

の

費
目
の

発

生

額
を

予

測
し

て

み

る

と
､

通

常
の

方

法
に

よ
っ

て

求

め

た

曲

線
の

式
に

よ

れ

ば

次
の

よ

う
に

な

る
｡

呵

=
-

溜
.

い

＋
り
P
-

只
か
.

丑

-
N
.

〇

〇

叉
P

古
N

=
中
小
〇
.

阜
い

N

簡
便
法
に

よ

れ

ば

六
､

五

〇

〇

時
間
は
､

k
｢

=

-
中

表11第

芸
1 6

1

｡

1

1 6

8 1

重

器

芸
｡

4 8 8

捌

4 5 ｡ ｡

垂
一

里
9

〝

1

｡

1

4

9

一
旦
】

芸
- 9 2 5

- 4 7 2

｡

4 8 8

9 8 9

1 5 ｡ ｡

空

ア
▲

棚

榔

捌

榔

捌

榔

芸

エ
ー 3

一 2

一 1

｡

1

2

3

一
｡

ミ

ュ
1

2

3

〝

5

6

7

甜

に

相
当
す

る

の

で
､

勺
=
ヰ
∞

〇
.

山

＋
∞

(

-

土

-
〇
一

い

(

-

土
田

=
中
小

〇
.

∽

と

な

りヾ

い

ず
れ

の

結

果
も
ほ

ぼ
一

致

す

る
こ

と

が

わ

か

る
｡

最
後
に
､

二

次

放

物
線
に

つ

い

て

注

意

す
べ

き

点

を

述
べ

て

お

こ

う
｡

前

述
の

費

目
は

逓
減
的
に

推
移

し

た

が
､

こ

れ

は

が

の

係

数
が

マ

イ

ナ

ス

で

あ

る

た

め

で

あ

る
｡

0 4ウ～

ガ

の

係

数
が

プ

ラ

ス

で

あ

れ

ば
､

そ

の

曲

線
は

逓
増
す
る

こ

と

に

な
る
｡

一

般

的
に

い

っ

て

あ

る

費
目
が

二

次

放
物
線
的

趨

勢
を

も

っ

か

香
か

は
､

第
1 2

表
で

示

し
た

よ

う
に
､

第
二

次

差
額
を

計
算

し
､

そ

れ

ら
が

は

ぼ

等
し

く
な

る

か

香
か

に

ょ

っ

て

判

断
す

れ

ば

(

1 3
)

よ

い
｡

ま

た

費
目
に

よ

っ

て

は
､

挽

業
時
間
の

増
加
に

応
じ
て

急

激
に

増
加

す
る

も

の

が

あ

る

か

も

し
れ

な

い
｡

こ

の

よ

う
な

場
合
に

ほ
､

(

1 4
)

指
数

曲

線
を

あ

て

は

め
る

可

能
性
を

検
討
す
べ

き

で

あ

る
｡

以

上

わ

れ

わ

れ

は
､

伝
統
的
な

損
益

分

岐
分

析
の

基

礎
的

諸

仮

定
を
一

つ

ず
つ

除
去
す

る

こ

と

に

よ
っ

て
､

こ

の

分

析

手

法
を

改

表21第

醐

…
仙

>
>
>
>
>

亡
J

-

+

J

5

亡
J

5

5

0

0
ノ

8

-7

′
+

U

5

1>
>
>
>
>
>

0

5

0

5

0

5

0

醐

…
一

”

”

”

”

u

ァ

滋

4 62
.

47 2 .

48 ｡ .

4 8 8 .

4 9 〝.

5 ｡ ｡ .

ヱ
7 ･｡

7 ･5

8 ･｡

8 ･5

9 ･｡

9 ･5

1 ｡ ･｡

善
し
ょ

う
と

試
み

た
｡

将
来
の

企

業

活

動
に

よ
っ

て

生

ず
る

収

益
お

よ

び

費
用
を

確
実
に

予

測
で

き

な
い

け
れ

ど

も
､

そ

れ

ら
の

確
率
分

布
が

知
ら

れ

て

い

る

場
合
に

ケ

山

番

が

1■心

⊥

ト

一
叶

山

〆

紳

L
･
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2 β∂

川

♯

り

ト
ヾ

は
､

確
率
モ

デ
ル

宍
s
t

｡
C

F

邑
i

c

ヨ
｡

計
【

:
i

s

打

m
O

d
e
-

)

と

組
合

わ

せ

た

損
益

分

岐
分

析
を

行
な

う
こ

と

に

な

る

が
､

こ

の

間
題
の

検
討
は
､

他
日

を

期
す
こ

と

に

し

た

い
｡

(

1
)

生

産
量
と

販
売

量

と

が

等
し

く

な
い

場

合
で

し

か

も

全

部

原

価

計

算
を

採

用

す
る

場
合
の

損

益

分

岐

分

析

に

つ

い

て

は

弓
e
-

呂
F
､

G
.

A
こ

也
ま

舟
各
式
.

勺
､

息
､

聖
§
達

訂
恥

§
軋

C
Q

邑

邑
(

芦

l
･

‖

吋
H

e

ロ
t

訂
e
･

H
巴
E
､

I

n
c
.

.

N

n

払

e
(

r

-

苫
ヰ
‥

T
O

打
y
O
‥

T

已
t
】

e
-

C
･

E
.

､

呂
O
d
e
r

ロ

A
s

小

P

ロ

E
d
i

t
小

○

ロ
)

勺

り

窒
○

-
い

£
･

に

説

か

れ
て

い

る

方

法

も

あ
る

が
､

こ

の

方

法

よ

り

も

官
亡

m
∋

早

戸

J
こ

Q

害

芸
昌
礼

〔

邑
叫

式
､

→

訂

∩

邑
叫

岩

内

阜

竃
串

璧
亡

訂
已

葛
乱
勺
言
礼

邑
h

(

A
ロ
コ

A
r

b

｡
り
‥

P
ロ
ー

孟

邑
t

y

｡
{

岩
c

E
g

賀
-

班

弓
e

岩
○
他

出
古
巴
･

ロ
e
S

∽

河
e
s

e

賀
C

F
､

S
c

F
0
0
】

○
≠

出

岳
F
e
∽

S

A
仁

邑
ロ
i

∽

t

r

2
t
i

O

ロ
･

-

諾
O

c

F
P

勺
t

e

【

Ⅰ

く

に

記

述
さ

れ

て

い

る

方

法
の

ほ

う
が

す

ぐ

れ

て

い

る

と

思

わ

れ
る
｡

(

2
)

只
e
】

-

e
r
､

Ⅰ
-

ノ

声

P

邑

ゝ

巳
Q

ま

邑
叫

苫
叫

甘
1

勺
1
(

も
叫

田
0

0

打

C
O

m
勺
P

ロ

y
)

N

ロ
ー

勺
e

【

ヨ
P
→

p
.

W

J
.

ら
勺

白
謹
白

叫
屯

営
叱

責
､

〔

3
山

車
Q
叫

(

声

吋
∴

e

d

一.

-

芸
か
‥

T
O

打

叫
○

P
､
訂
G
H

P
ノ

ぺ
一

一

山

E

=
只
○

笥
打
亡
S

F
P

C
O

m
p
P

ロ
y
､

｢
t

P
)

ワ

票
N
･

(

3
)

こ

の

間
題
に

つ

い

て

詳

し

く
は
､

岡
本

清
､

接
原

価

計

算
と

リ

ニ

ア

ー
･

プ

ロ

グ

ラ
､

､

､

ン

グ
+

六

年
九

月

号

-
十
二

月
号

を

参
照
さ

れ

た
い

｡

大

成
節

夫

稿

｢

直

企

業
会

計

昭

和

四

(

5
)

P

冒
t

N
.

A
.

､

C

喜
【

y
,

〇
･

J
･

P
-

乙

句
【

呂
打
､

P

W
･

･

n

邑

ゝ

害
ミ

邑

式
(

C
F
c
-

n

n
M

己
‥

∽
｡

已
F
･

W
e
s

t

e

岩
勺
亡

b
-
i

s

E
ロ
粥

C
O

m
･

勺

p

ロ

ブ

ヰ

t

F

e

n
こ

一

芸
O

p
･

∞

い

ー
･

(

6
)

河
i

詣
S

+
一

L
-

哲
芸

§
訂

b
琶
訂
叫

Q

詩

竃
乱

鼓

甘
､

如

責
㌣

莞
等
h

§
礼

竜
§
哉
等
h

(

芦

ぺ
∴

已
c

G
岩

弓
H
≡

四
U

O

k

C
O

ヨ
勺
P

ロ

¥
-

苫
∽

)

ワ

h

い
･

(

7
)

こ

の

計

算
例
は

空
詣
S
-

蒜
叫

丸
こ

p

ワ

毘

-
竺
･

(

8
)

リ

γ

ブ
ス

の

計

算
ほ
､

､

､

ス

プ

リ

ン

ト

か

あ

る

い

は

計

算
の

誤
り

で

あ

る

の

で

訂
正

し
て

示

す
｡

(

9
)

空
謁
S
.

旨
叫

㌣

ワ

h

叫
･

(

1 0
)

こ

れ

に

つ

い

て

は
､

拙

稿

｢

最
小

自

乗
法
に

よ

る

原

価

予

測
の

方

法
+

神

戸

商
大

｢

商
大

論

集
+

第
二

五

巻
､

一

､

二
､

三

合

併
号

で

述
べ

た
｡

し

た

が
っ

て

こ

の

小

論
で

は

二

次

放

物

線
を

あ
て

は

め

る

場
合
の

み

に

つ

き
､

計

算
例

を

変

え
､

ま

た

前

掲
の

論
文
で

扱

わ

な
か

っ

た

簡

便

法
に

つ

い

て

も

述
べ

る

こ

と

に

す
る
｡

(

1 1
)

拙

著
｢

原

価
計

算
+

国
元

書

房

昭

和

四

八

年
一

六

五

ペ

ー

ジ

参

照
｡

(

1 2
)

C
O
S

t
i

s
､

H
.

の
こ

∽

監
訂

賢
叫

甘
､

加

賀
叫

莞
訟

(

O
F
巾

｡
‥

C
･

E
.

呂
e

【
ユ

ニ

勺
ロ

g
S

F

F
g

C
O

m
p
P

ロ

¥

-

宅
N

)

p

ワ

一

己
-
-

芸
･

(

1 3
)

C
O
S

t
i

∽

∵
ひ
叫

㌣

p

ワ

一

己

-
-

芸
･

(

1 4
)

(

10
)

の

拙

稿
を

参

照
さ

れ

た
い

｡

(

一

橋
大

学

教

授
)

(

4
)

こ

の

図

表
は

勺
-

く

c

F

胃
t

と

も
い

わ

れ
る
｡




